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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　螺旋状の情報トラックから形成され、前記情報トラックの内周から予め周波数信号とラ
ンドプリピットアドレス信号とが記録された第１の深さのグルーブを有する情報記録可能
領域と、再生すべきコントロールデータがピットとして記録され、予め周波数信号が記録
された第２の深さのピットを有するコントロールデータ領域と、再生すべき信号がピット
として記録され、予め周波数信号とランドプリピットアドレス信号とが記録された第１の
深さのピットを有する再生専用領域とからなる情報記録媒体であって、
　前記情報記録可能領域と前記コントロールデータ領域との間の境界のトラッキングオフ
時のトラッキングエラー信号は、前記情報記録可能領域のトラッキングオフ時のトラッキ
ングエラー信号の最大振幅の中心から両方向の最大振幅の比として規定されていることを
特徴とする情報記録媒体。
【請求項２】
　請求項１記載の情報記録媒体を再生する情報記録媒体の再生方法において、
　前記コントロールデータ領域のコントロールデータに基づいて、前記情報記録可能領域
に記録された情報を再生することを特徴とする情報記録媒体の再生方法。
【請求項３】
　請求項１記載の情報記録媒体を再生する情報記録媒体の再生装置において、
　前記コントロールデータ領域のコントロールデータに基づいて、前記情報記録可能領域
に記録された情報を再生することを特徴とする情報記録媒体の再生装置。
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【請求項４】
　 請求項１記載の情報記録媒体に情報を記録する情報記録媒体の記録方法において、
　前記コントロールデータ領域のコントロールデータに基づいて、前記情報記録可能領域
に情報を記録することを特徴とする情報記録媒体の記録方法。
【請求項５】
　請求項１記載の情報記録媒体に情報を記録する情報記録媒体の記録装置において、
　前記コントロールデータ領域のコントロールデータに基づいて、前記情報記録可能領域
に情報を記録することを特徴とする情報記録媒体の記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録再生領域（案内溝、グルーブ）と再生専用領域（ピット列が形成された
領域）とを併せ持ち、かつ記録再生領域のアドレス情報が、ランド（案内溝間）にランド
プリピット（以下「ＬＰＰ」と記す）として形成されている例えば、ＤＶＤ－ＲＷのよう
な記録再生可能な情報記録媒体、情報記録媒体の再生方法、再生装置、記録方法および記
録装置の再生方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ＤＶＤビデオと互換性をもって複数回記録可能なＤＶＤ－ＲＷ等の高密度記録
型光ディスク（以下、単に記録型光ディスクと記すこともある）においては、著作権にて
保護されているコンテンツとそうでないコンテンツとが識別されて、みだりにコンテンツ
の違法コピー（記録及びその再生）が行われないようにしなければならない。ＤＶＤビデ
オは、再生専用のディスクであり、コンテンツのコピー禁止の著作権情報がＣＳＳ（コン
テンツスクランブルシステム）にて、ディスクの所定の領域（ＣＳＳキー等の著作権保護
に関する情報領域）に記録されている。そして、このＣＳＳキー等の著作権保護に関する
情報をＤＶＤビデオ再生装置が読み出し、このＣＳＳキー等の著作権保護に関する情報を
用いてそのコンテンツを再生するという、違法コピー防止のためのシステムを採用してい
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上述した高密度型ディスク記録装置でＤＶＤビデオのコンテンツを著作権保護に関する
情報と共に記録した高密度型ディスクを、ＤＶＤビデオ再生装置で再生した場合には、著
作権保護に関する情報が読み出せてしまう可能性があるので、コピー禁止のＤＶＤビデオ
のコンテンツは再生でき、この結果、コピー禁止のＤＶＤビデオの著作権を十分に保護で
きないという問題点を有していた。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は上述の問題点を解決するために、螺旋状の情報トラックから形成され、前記情
報トラックの内周から予め周波数信号とランドプリピットアドレス信号とが記録された第
１の深さのグルーブを有する情報記録可能領域と、再生すべきコントロールデータがピッ
トとして記録され、予め周波数信号が記録された第２の深さのピットを有するコントロー
ルデータ領域と、再生すべき信号がピットとして記録され、予め周波数信号とランドプリ
ピットアドレス信号とが記録された第１の深さのピットを有する再生専用領域とからなる
情報記録媒体であって、前記情報記録可能領域と前記コントロールデータ領域との間の境
界のトラッキングオフ時のトラッキングエラー信号は、前記情報記録可能領域のトラッキ
ングオフ時のトラッキングエラー信号の最大振幅の中心から両方向の最大振幅の比として
規定されていることを特徴とする情報記録媒体である。
　また、本発明は上述の問題点を解決するために、上記情報記録媒体を再生する情報記録
媒体の再生方法において、前記コントロールデータ領域のコントロールデータに基づいて
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、前記情報記録可能領域に記録された情報を再生することを特徴とする情報記録媒体の再
生方法である。
　また、本発明は上述の問題点を解決するために、上記情報記録媒体を再生する情報記録
媒体の再生装置において、前記コントロールデータ領域のコントロールデータに基づいて
、前記情報記録可能領域に記録された情報を再生することを特徴とする情報記録媒体の再
生装置である。
　また、本発明は上述の問題点を解決するために、上記情報記録媒体に情報を記録する情
報記録媒体の記録方法において、前記コントロールデータ領域のコントロールデータに基
づいて、前記情報記録可能領域に情報を記録することを特徴とする情報記録媒体の記録方
法である。
　また、本発明は上述の問題点を解決するために、上記情報記録媒体に情報を記録する情
報記録媒体の記録装置において、前記コントロールデータ領域のコントロールデータに基
づいて、前記情報記録可能領域に情報を記録することを特徴とする情報記録媒体の記録装
置である。
                                                                                
    
【発明の効果】
【０００５】
　本発明によれば、再生専用領域と記録領域との間または再生専用領域と再生専用領域と
の間に中間領域を設けておくことにより、記録再生信号特性を向上させ、かつトラッキン
グエラー信号に過大なオフセット信号を発生させたり、トラッキングエラー信号が欠落す
る等で、記録時のトラッカビリティを低下させる等の問題を発生することがないという利
点を有する。また、タイプの異なるディスクであっても問題なく、記録または再生を行う
ことができるという利点を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　ＤＶＤ－ＲＷのように記録可能なディスクにおいては、普通の状態ではＤＶＤビデオの
著作権保護に関する情報が記録されてしまうディスクの所定の領域（著作権保護に関する
情報領域）に、エンボスプリピットで著作権保護情報に関する情報を記録して、後から著
作権保護情報がオーバーライトできないように加工しておく。これによって、高密度型デ
ィスク記録装置でＤＶＤビデオのコンテンツを著作権保護情報に対応していないコンテン
ツをＤＶＤ－ＲＷに記録し、これをＤＶＤビデオ再生装置で再生した場合には、コンテン
ツに対応した著作権保護情報が読み出せないのでＤＶＤビデオのコンテンツは再生できな
い。この結果、コピー禁止のＤＶＤビデオの著作権保護を図ることができる。
　記録型光ディスクには、記録用レーザーの光量を特定する条件、ディスクの種類、製造
メーカー名などの既記録情報、または記録可能な案内溝の特定位置が探し出せるようなア
ドレス情報、さらにディスクの回転数制御に用いる周波数情報がそれぞれ特定位置に予め
記録されている。
【０００７】
　そして、この記録型光ディスクには購入してからすぐに使用（記録）開始できる工夫が
されている。これは次の（１）～（３）のように、前記した既記録情報、アドレス情報が
ディスクの特定位置に記録されていることにより行うことができる。即ち、
【０００８】
　（１）前記した既記録情報はディスク原盤のカッティング時にエンボスピットとして記
録しておき、このディスク原盤で作成した金属母型を使用してディスク基板を成形するこ
とにより、前記した記録型光ディスクのディスク基板の特定位置（ディスクのリードイン
領域など）に記録する。また、前記した既記録情報をディスク原盤のカッティング時に記
録しない場合には、前記した記録型光ディスクが生産された後の出荷時に、前記した既記
録情報を記録する記録器を用いて、ピットやマークとして前記した特定位置に追記録され
る。



(4) JP 4099794 B2 2008.6.11

10

20

30

40

50

【０００９】
　（２）一方、前記したアドレス情報は、案内溝の特定部分の幅を広くして、その部分に
ＬＰＰとして記録される。
　（３）さらに、前記した周波数情報は、案内溝を半径方向に微少に揺らしたウォブルの
周波数として記録される。
【００１０】
　さて、前記した既記録情報、アドレス情報、周波数情報、案内溝をディスク基板の特定
位置に記録することは、具体的には次のようにして行われる。
　まず、平滑に研磨されたガラス盤上に案内溝の深さに相当する厚さに光感光レジストを
均一に塗布する。前記した記録型光ディスクがＤＶＤ－ＲＷディスクであれば、光感光レ
ジストはガラス盤上に約３０ｎｍ程度の厚さに均一に塗布される。
【００１１】
　次に、こうして光感光レジストが均一に塗布されたガラス盤（レジスト盤）は、カッテ
ィング装置に運ばれる。カッティング装置には、光源から出射するカッティング用レーザ
ービームを断続光にしたり、あるいは半径方向に（左右に）微小揺らせるレーザービーム
制御装置が搭載されている。レジスト盤はカッティング装置の所定位置に装着された後、
断続光あるいは半径方向に微小振動したカッティング用レーザービームをレジスト盤上に
照射することにより、前記した既記録情報、アドレス情報、周波数情報がそれぞれの特定
位置に記録される。
【００１２】
　ここで、カッティング用レーザービームを２本用い、そのうちの１本のカッティング用
レーザービームを連続光として案内溝を形成し、もう１本を断続させてＬＰＰを形成させ
る。また、前記した既記録情報は、案内溝を形成するカッティング用レーザービームを断
続光にすることにより、ピットとして、特定位置（リードイン領域など）に記録される。
【００１３】
　こうしてレジスト盤のカッティングの後、レジスト盤は現像され、形状変化として形状
情報（前記した既記録情報、アドレス情報、周波数情報、案内溝）が析出する。そして現
像されたレジスト盤上に導電性薄膜を被覆し、電気メッキを用いてこのレジスト盤上の前
記した形状情報がメッキ盤上に転写される。このメッキ盤を所望の大きさに加工して金属
母型となし、この金属母型を装着した射出成形機を用いて、プラスチック基板上に形状変
化として前記した形状情報が転写されることにより、前記した記録型光ディスクのディス
ク基板が得られる。
【００１４】
　さて、ディスク基板上の、前記した形状変化が転写されているところは情報面と呼ばれ
、この情報面上に記録をするための機能膜が成膜され、その後の種々の後加工を通り記録
型光ディスクが作成される。ところで、前記した金属母型を用いて射出成形して得たディ
スク基板は、ディスク基板全体に亘り案内溝とピットとが同じ深さを持っている。
【００１５】
　前述したように、記録型光ディスクの案内溝は、記録時のトラッキング案内に必要な深
さで作成されているために、再生時に記録された記録マークからの信号を最大限に取り出
そうとすると、記録溝のランドとの深さ差から生じる反射光の位相差による反射率低下が
問題となる。繰り返し書換えが可能なＤＶＤ－ＲＡＭディスクで採用されているようなラ
ンドグルーブ記録では、ランド（案内溝間）、グルーブ（案内溝）間のトラック間クロス
トーク低減のため、許される範囲で案内溝は深くされているが、一般的に案内溝の深さは
、案内溝からの案内信号が最も効率よく取り出される深さ（再生波長の１／８波長）に比
べ、浅く作成されているのが一般的である。そしてプッシュプル方式により案内溝へのト
ラッキング動作が行われている。
【００１６】
　一方、再生専用ディスクであるＤＶＤ－ＲＯＭディスクは、できるだけ大きな再生信号
が得られるように、ピットの深さはレーザー光による回折が効率よく行われる深さ付近に
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設定されている（再生波長の１／４波長付近）。このため、トラッキング動作はピット列
に対するプッシュプル方式ではトラッキングに必要な信号が充分得られないので、位相差
方式でトラッキングが行われる。
【００１７】
　このように、記録型光ディスクであるＤＶＤ－ＲＡＭディスクでは効率良く記録再生動
作ができるような案内溝の深さが設定されており、また再生専用ディスクであるＤＶＤ－
ＲＯＭディスクでは再生に都合が良いピットの深さが設定されている。
【００１８】
　さて、深さが異なる案内溝とピットとを一枚の記録型光ディスクのディスク基板上に設
ける手法としては、次の２つの方法（１）（２）が考えられる。
【００１９】
　（１）まず一つ目の方法としては、図７に示すように、前記レジスト盤をカッテングす
る際に、ピット及び案内溝を形成するためのカッティング用レーザービーム（便宜的にレ
ーザーＡと記すこともある）の出力を変化させて、一方の出力でピットの再生に都合の良
い深さを形成し、他方の出力で案内溝の記録に都合の良い浅めの溝とを形成する方法であ
る。しかしこのカッティング方法では、浅い方の案内溝の底面はレジスト下層のガラス原
盤まで届かないため、案内溝の底面はガラス原盤ではなくレーザーＡの出力分布により決
定されてしまう。このため、案内溝の底面の形状は平坦とはならずロート状となる。実際
にはレーザーＡの出力分布はビーム中心を最大として不均一となるため案内溝の底面の均
質性が取りにくく、記録再生の信号特性の大幅な劣化が生じる。
【００２０】
　図７、図８中、および以下の説明で「ＬＰＰ」はランドに形成された「ランドプリピッ
ト」を示し、また、便宜的にレーザーＢをランドプリピット形成用のレーザー光出力とし
て記す。
【００２１】
　（２）次に二つ目の方法としては、図８に示すように前記レジスト盤をカッテングする
際に、ピット及び案内溝を形成するためのカッティング用レーザービーム（レーザーＡ）
と、ランドプリピットを形成するためのもう一つのカッティング用レーザービーム（レー
ザーＢ）を用いる方法である。一定出力のレーザーＡを用いて同じ深さのピット及び案内
溝を形成する（ピット及び案内溝の各底面はレジスト下層のガラス原盤まで届く）。また
レーザーＢを用いて案内溝の両端に隣接するレジストを任意の高さまで露光して、案内溝
の相対的深さを調整する方法である。この方法であれば案内溝の底面はガラス原盤の表面
となるため、案内溝の底面の形状は平坦となるから、従来の案内溝だけで形成されたディ
スクと同様の記録再生信号特性を得ることができる。
【００２２】
　しかしこの二つ目の方法では、ピット列から案内溝、案内溝からピット列に切り替わる
境目の部分を再生していると、２つのピット列間にあるレジストの高さと、ピット列と案
内溝間（又は案内溝とピット列間）にある、レジストの高さとが異なるため、ピット列－
ピット列から案内溝、案内溝からピット列－ピット列に切り替わる部分のピット信号およ
びランドプリピット信号の欠損や振幅の違いや、プッシュプル方式等のトラッキング信号
振幅の違いやオフセットの発生等の乱れが生じる。
【００２３】
　このように、１枚の記録型光ディスクの中に、再生に都合がよい深さのピット列と、記
録再生に都合がよい深さの案内溝とが共に存在する場合、案内溝の記録再生特性を十分な
ものとするには、案内溝の底面にガラス原盤の表面がくるようにしてその底面を平坦にす
るよう設計することが望ましい。そして、ピット列から案内溝、案内溝からピット列に切
り替わる部分を再生していると、その切り替わり部分でピット信号の欠落や再生のプッシ
ュプル方式のトラッキングが乱れる記録装置が存在することが分かった。この原因は、記
録装置が案内溝からピット列となる切り替わりの部分で、ピット列の信号が隣接する案内
溝のレジスト厚み調節による影響を受け正しく信号を取り出せなくなり、ピット列と案内
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溝が隣接するピット列全ての信号情報が欠落することであった。このようにトラッキング
が乱れる記録装置は、ピット列から案内溝、案内溝からピット列となる切り替わりの部分
で、トラッキング制御信号が異常値となりトラッキングが外れ、数１０トラック以上も再
生トラック位置が移動してしまい、希望する場所からの記録再生は不可能になるものも存
在した。
【００２４】
　このように、一枚の記録型光ディスクであって、案内溝における記録再生で十分な再生
信号が得られ、かつ書換えができない情報をピット列で記録できるようにするためには、
案内溝の溝深さとピット列のピット深さとがそれぞれ最適な深さである必要があり、かつ
案内溝の底面とピットの底面とが共にガラス原盤の表面にあって平坦であって、共に記録
再生特性に優れ、さらにピットと案内溝の切り替わり部分におけるピット信号の欠落があ
っても記録再生の対応が可能であり、何らかの方式のトラッキング信号の乱れが無いディ
スクが求められていた。
【００２５】
　そこで、本発明は、特にディスク基板上に形成した案内溝、ピット列の底面位置が同一
平面上で共に平坦であり、かつピット列から案内溝又は案内溝からピット列に変化する切
り替え部分に底面から案内溝の側面までの高さと、底面からピット列の側面までの高さと
の間で高さが変化するピット列からなる中間領域を設け、この中間領域をディファレンシ
ャルプッシュプル方式のトラッキング方式または位相差方式で再生することによって、再
生専用のピット列から良好な再生情報と、記録再生用の案内溝から良好な再生情報を共に
得ることができると共に、未記録領域でも常時最適なトラッキング特性を得ることができ
、記録済領域でも常時最適なトラッキング特性を得ることができる。再生専用のピット列
の著作権保護情報を安定して再生し、この情報に基づいてコンテンツを記録できる情報記
録媒体を提供することを目的とする。
【００２６】
　以下、本発明の情報記録媒体について、図面を参照して詳細に説明する。図１は本発明
の情報記録媒体の第１実施例を説明するための拡大断面図、図２は本発明の情報記録媒体
に記録するデータをＥＣＣブロック化することを説明するための図、図３はＥＣＣブロッ
ク化したデータをセクター単位で本発明の情報記録媒体の所定の領域に記録することを説
明するための図、図４は本発明の情報記録媒体の一実施例であるＤＶＤ－ＲＷにおける１
セクターの物理フォーマットを示す図、図５は本発明の情報記録媒体のリードイン領域と
データ領域を示す図、図６は本発明の情報記録媒体の第２実施例を説明するための拡大断
面図、図７は情報記録媒体におけるカッテイング状態の一例を説明するための図、図８は
情報記録媒体におけるカッテイング状態の他の例を説明するための図である。
【００２７】
　以下の説明においては、本発明の情報記録媒体の実施形態として、ＤＶＤ－ＲＷを用い
、このＤＶＤ－ＲＷに対して情報を記録することを主に説明するが、他の記録可能なＣＤ
－ＲＷ、ＤＶＤ＋ＲＷ等や次世代ＤＶＤ等の高密度型光ディスクについても本発明を適用
できることは言うまでもない。
【００２８】
　本発明の実施形態をＡ．「記録フォーマットの実施の形態」、Ｂ．「ディスクの実施の
形態」の順序で説明する。
Ａ．「記録フォーマットの実施の形態」
　まず、「記録フォーマットの実施の形態」について説明する。
　始めに、ＤＶＤ－ＲＷに記録情報を記録する際の一般的な物理フォーマット及び当該記
録情報（リードイン情報）における誤り訂正処理について、図２～図４を用いて説明する
。
【００２９】
　本実施例のＤＶＤ－ＲＷにおける誤り訂正処理及び当該誤り訂正処理における誤り訂正
単位としてのＥＣＣブロックについて、図２を用いて説明する。
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【００３０】
　一般に、ＤＶＤ－ＲＷに記録される記録情報は、図２（Ａ）に示すデータセクター２０
を複数個含む物理構造を成して構成されている。そして、一のデータセクター２０中には
、その先頭から、データセクター２０の開始位置を示すＩＤ情報２１と、当該ＩＤ情報２
１の誤りを訂正するためのＩＤ情報誤り訂正コード（ＩＥＤ）２２と、予備データ（例え
ばＣＰＭ）２３と、記録すべき主たるデータを格納するデータ領域２４と、データ領域２
４におけるエラーを検出するためのエラー検出コード（ＥＤＣ）２５とにより構成され、
このデータセクター２０が複数連続することにより記録すべき記録情報が構成されている
。
【００３１】
　次に、このデータセクター２０を用いてＥＣＣブロックを構成する際の処理を、図２（
Ｂ）を用いて説明する。データセクター２０を用いてＥＣＣブロックを構成する際には、
図２（Ｂ）に示すように、始めに、一のデータセクター２０を横に１７２バイト毎に分割
し、分割した夫々のデータ（これを、以下、データブロック３３という。）を垂直方向に
並べる。このとき、垂直方向には１２行のデータブロック３３が並ぶこととなる。
【００３２】
　そして、垂直方向に並べた横の夫々のデータブロック３３に対して１０バイトのＥＣＣ
内符号（ＰＩ（Parity In ）符号）３１を当該データブロック３３の最後に付加して一の
訂正ブロック３４を構成する。この段階では、ＥＣＣ内符号３１が付加された訂正ブロッ
ク３４が垂直方向に１２行並んでいることとなる。その後、この処理を１６のデータセク
ター２０分だけ繰返す。これにより、１９２行の訂正ブロック３４が得られる。
【００３３】
　次に、上記の１９２行の訂正ブロック３４が垂直方向に並べられた状態で、今度は、当
該１９２行の訂正ブロック３４を１バイト毎に最初から垂直方向に分割し、分割した夫々
のデータに対して１６個のＥＣＣ外符号（ＰＯ（Parity Out）符号）３２を付加する。な
お、当該ＥＣＣ外符号３２は、上記訂正ブロック３４のうち、ＥＣＣ内符号３１の部分に
対しても付加される。
【００３４】
　以上の処理により、１６のデータセクター２０を含む一のＥＣＣブロック３０が図２（
Ｂ）に示すように形成される。このとき、一のＥＣＣブロック３０内に含まれる情報の総
量は、
（１７２＋１０）バイト×（１９２＋１６）行＝３７８５６バイト
であり、この内、実際のデータ領域２４内に記録されるデータは、
２０４８バイト×１６＝３２７６８バイト
となる。
【００３５】
　また、図２（Ｂ）に示すＥＣＣブロック３０においては、１バイトのデータを「Ｄ＃．
＊」で示している。例えば、「Ｄ１．０」は第１行第０列に配置されている１バイトのデ
ータを示しており、「Ｄ１９０．１７０」は第１９０行第１７０列に配置されている１バ
イトのデータを示している。従って、ＥＣＣ内符号３１は第１７２列乃至第１８１列に配
置され、ＥＣＣ外符号３２は第１９２行乃至第２０７行に配置されることとなる。
【００３６】
　更に、一の訂正ブロック３４はＤＶＤ－ＲＷ上には連続して記録される。ここで、図２
（Ｂ）に示すように、ＥＣＣブロック３０をＥＣＣ内符号３１とＥＣＣ外符号３２の双方
を含むように構成するのは、図２（Ｂ）における横（水平）方向に並んでいるデータの訂
正をＥＣＣ内符号３１で行い、図２（Ｂ）における縦（垂直）方向に並んでいるデータの
訂正をＥＣＣ外符号３２で行うためである。すなわち、図２（Ｂ）で示すＥＣＣブロック
３０内においては、横（水平）方向と縦（垂直）方向の二重に誤り訂正することが可能と
なり、従来のＣＤ（Compact Disk）等に用いられている誤り訂正処理に比してより強力に
誤り訂正ができるように構成されている。
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【００３７】
　この点についてより具体的には、例えば、一の訂正ブロック３４（上述のように、一行
分のＥＣＣ内符号３１を含んで計１８２バイトのデータを含み、連続してＤＶＤ－ＲＷ上
に記録される。）が５バイトまでであれば、キズ等により破壊されたとしても訂正可能で
あるが、６バイト以上で１列全てがＤＶＤ－ＲＷのキズ等により破壊されたりすると、Ｅ
ＣＣ内符号３１では訂正できなくなる。しかし、１列全てがキズ等により破壊されたりす
るととしても、それを垂直方向から見ると、１列のＥＣＣ外符号３２に対して１バイトの
データ破壊でしかない。従って、夫々の列のＥＣＣ外符号３２を用いて誤り訂正を行えば
、たとえ一の訂正ブロック３４の全てが破壊されていても、正しく誤り訂正を行って正確
に再生することができるのである。ただし、後天的な傷の発生等を考慮すれば、横列（水
平）の傷は大きくなると、次の垂直方向の横列（水平）のエラーにもつながるので最小限
に留めることはいうまでもない。ちなみに、この縦方向のエラーについては縦８列（イレ
ージャー訂正で１６列）あっても訂正可能である。
【００３８】
　次に、図２（Ｂ）で示すＥＣＣブロック３０に構成されたデータセクター２０が、具体
的にＤＶＤ－ＲＷにどのように記録されるかについて、図３を用いて説明する。なお、図
３において、「Ｄ＃．＊」で示されるデータは、図２（Ｂ）内に記述されているデータに
対応している。
【００３９】
　ＥＣＣブロック３０をＤＶＤ－ＲＷに記録する際には、始めに、図３（Ａ）に示すよう
に、ＥＣＣブロック３０が訂正ブロック３４毎に水平方向に一列に並べられてインターリ
ーブされることにより、１６のレコーディングセクター４０に分割される。このとき、一
のレコーディングセクター４０は、２３６６バイト（３７８５６バイト÷１６）の情報を
含むこととなり、この中には、データセクター２０とＥＣＣ内符号３１又はＥＣＣ外符号
３２が混在している。但し、各レコーディングセクター４０の先頭には、データセクター
２０におけるＩＤ情報２１（図２（Ａ）参照）が配置される。
【００４０】
　そして、一のレコーディングセクター４０は、図３（Ｂ），（Ｃ）に示すように、９１
バイト毎のデータ４１に分割され、夫々にシンクＨが付加される。その後、この状態のレ
コーディングセクター４０を８－１６変調することにより、夫々のデータ４１毎に一のシ
ンクフレーム４２が形成される。このとき、一のシンクフレーム４２は、図３（Ｄ）に示
すように、シンクＨ'とデータ４３とにより構成されている。また、一のシンクフレーム
４２内の情報量は、
９１バイト×８×（１６／８）＝１４５６バイト
となり、このシンクフレーム４２が連続した形態でＤＶＤ－ＲＷディスクに情報が書き込
まれる。このとき、一のレコーディングセクター４０は、２６のシンクフレーム４２を含
むこととなる。
【００４１】
　これをまとめて図４にて説明する。物理的な１６セクターからなるＥＣＣブロックの先
頭のセクターは図４のように構成されている。つまり、横列はデータ１７２バイトにＰＩ
の１０バイトとシンクの４バイトで１８６バイトからなり、縦列１２行にＰＯの１行を加
えた１３行からなる。シンクはＨ０からＨ２５までの２バイトの２６個である。
【００４２】
　以上説明した物理フォーマットを構成してＤＶＤ－ＲＷディスクに情報を記録すること
により、当該情報を再生する際に８－１６復調及びデインターリーブを行えば（図３参照
）、もとのＥＣＣブロック３０を復元することができ、破壊されるデータブロック量を最
小にすることが出来るので、上記のように強力な誤り訂正を行って情報を最も正確に再生
することができるのである。リードイン情報領域の中に位置する著作権保護（例えばメデ
ィアキーブロック）に関する情報はこのようなＥＣＣブロックの一部のデータとして、記
録されている。
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【００４３】
　Ｂ．「ディスクの実施の形態」
　本発明の情報記録媒体の一例である記録型光ディスクにおける特徴的な中間領域は、第
１実施例として図１に、第２の実施例として図６に示すレジスト盤に基づいて作成された
ディスク基板を有する記録型光ディスクであり、ピット列ＰＡ、ＰＢが形成された再生専
用領域（領域Ｐ１、Ｐ２）と、案内溝１が形成された記録再生領域（領域１）と、再生専
用領域（領域Ｐ１）と再生専用領域（領域Ｐ２）との間または、再生専用領域（領域Ｐ１
）と記録再生領域（案内溝１）との間に、それぞれ形成された中間領域を有する記録型光
ディスクである。
【００４４】
　図１に示すように領域Ｐ１のピット列ＰＡの底面（ガラス原盤側）と、領域Ｐ２のピッ
ト列ＰＢの底面（ガラス原盤側）と、領域１の案内溝１の底面（ガラス原盤側）と、中間
領域のピット列ＰＭの底面（ガラス原盤側）とが同一平面上にあり、また、図６に示すよ
うに領域Ｐ１のピット列ＰＡの底面（ガラス原盤側）と、領域１の案内溝１の底面（ガラ
ス原盤側）と、中間領域のピット列ＰＭの底面（ガラス原盤側）とが同一平面上にある。
【００４５】
　中間領域のピット列ＰＭの底面に対するピットＰＭの深さ（光学的深さ）が、例えば、
図１に示すように再生専用領域（領域Ｐ１）側のランドの深さ（光学的深さ、ピット列Ｐ
Ｍの底面（ガラス原盤側）に対する領域Ｐ１のランドの深さ、図１の深さａ）から、再生
専用領域（領域Ｐ２）のランドの深さ（光学的深さ、ピット列ＰＭの底面（ガラス原盤側
）に対する領域Ｐ２のランドの深さ、図１の深さｂ）に減少するように構成され、また、
中間領域のピット列ＰＭの底面に対するピットＰＭの深さ（光学的深さ）が、例えば、図
６に示すように再生専用領域（領域Ｐ１）側のランドの深さ（光学的深さ、ピット列ＰＭ
の底面（ガラス原盤側）に対する領域Ｐ１のランドの深さ、図６の深さｃ）から、記録再
生領域（案内溝１）のランドの深さ（光学的深さ、ピット列ＰＭの底面（ガラス原盤側）
に対する領域１のランドの深さ、図６の深さｄ）に減少するように構成されている。
【００４６】
　ところで、前述したように、記録型光ディスクであっても、案内溝における記録再生に
て十分な再生信号が得られ、かつ書換えができない情報をピット列で記録できるディスク
は、案内溝の溝深さとピット列のピット深さがそれぞれ最適な深さである必要があり、か
つ、案内溝の底面とピットの底面が共にガラス原盤の表面にあり記録再生特性に優れてい
ると共に、ピットと案内溝の切りかわり部分におけるピット信号の欠落及びトラッキング
信号の乱れが無いディスクである必要がある。
【００４７】
　以下、本発明について、図面に沿って説明する。
　図１及び図６は本発明の光ディスク原盤の実施例におけるカッテング状態を説明するた
めの図である。
　本発明は、案内溝の溝深さとピット列のピット深さが案内溝のレジストを露光する事に
より異なった深さに設計すると共に、案内溝及びピット列深さの底面がガラス原盤表面に
より形成され、ピット列から案内溝、案内溝からピット列に切り替わる部分において、レ
ジスト露光レーザー出力を変化させて、案内溝の高さを変化させる中間領域を設けた記録
型光ディスクを提案する。特に図１および図６では中間領域でディファレンシャルプッシ
ュプルと、ＤＰＤ（ディファレンシャルフェイズディテクト）のトラッキングエラー信号
が許容される振幅差やオフセットレベルの範囲の信号を得ることが出来るものである。
【００４８】
　これによりピット列と案内溝との切りかわり部分における案内溝と隣接するピット信号
が、案内溝レジスト厚み調整によるレジスト露光の影響を大きく受けず、ピット形状の欠
落欠損が起きず、ピット記録情報の正確な読みとり、及び記録領域での記録情報の正確な
記録が行えることを確認した。
【００４９】



(10) JP 4099794 B2 2008.6.11

10

20

30

40

50

　本発明の記録型光ディスクのディスク原盤の作成は、図示しないカッティング装置を用
いて、以下のような工程で作成される。
【００５０】
　表面を平滑にしたガラス盤を用意し、そのガラス盤表面に最も深い形状を有する（ピッ
ト列の深さに応じた）深さに相当する厚さにレジストを塗布する。レーザー光源１から出
射した２本のレーザー（ビーム）Ａ，Ｂのうちのレーザー（ビーム）Ａの光路上には、レ
ーザービームを僅かに左右に振るための光偏光器と、レーザービーム強度を変化させる光
変調器とが順次設けられている。
【００５１】
　図１あるいは図６に示すようにレジスト盤Ｒ上でガラス原盤表面に底面がある案内溝１
は、レーザー（ビーム）Ａを用いて案内溝を記録するのに適したレーザー光強度（ＰＡ１
）で記録される。このとき案内溝１の底面はガラス原盤の表面まで露光される。案内溝１
は所定の周波数で、僅かにウォブルさせる。また、レーザービームＢは、案内溝部横（案
内溝１と案内溝１との間、ランド）に適切な案内溝深さ形成に必要なレジスト厚さより厚
いレジストが存在するので、案内溝１に必要な厚さのレジストが残るようにレーザー光強
度（ＰＢ１）で記録する。
さらにランドプリピット記録時にランドプリピット形成に必要なレーザー光強度を出力す
る。
【００５２】
　この時、レーザー（ビーム）Ｂを導出させるビームエキスパンダー９上にピンホールな
どを挿入し、レーザー（ビーム）Ｂは対物レンズ１２に導入されるビーム系を小さくし、
レジスト盤上に集光するレーザー（ビーム）Ｂのスポットを大きくするような工夫を盛り
込んで、例えば１トラック幅分を露光してしまう工夫を盛り込んでも良い。このときレー
ザー（ビーム）Ｂも所定の周波数で、僅かにウォブルさせてもよい。
【００５３】
　次に、図１に示すように記録再生領域（領域１）の案内溝１の形成に続き、領域Ｐ２の
ピット領域ピット列ＰＢ）における案内溝２が、レーザー（ビーム）Ａを用いて案内溝２
を記録するのに適したレーザー光強度（ＰＡ３）にて露光される。このとき案内溝２の底
面は、ガラス原盤表面まで露光するのが望ましいが特に規定される物ではない。また、レ
ーザー（ビーム）Ｂを用いて案内溝部横（案内溝と案内溝との間。ランド）には案内溝１
（領域１）と同じレジスト厚みが残り、順次レジスト厚みが増加する形で、ピット列ＰＢ
（領域Ｐ２）に必要な厚さのレジストが残るようにレーザー光強度（ＰＢ３）で、ピット
列ＰＢ（領域Ｐ２）に隣接する案内溝１においてはピット列ＰＢ（領域Ｐ２）と同じレジ
スト厚みに至るレーザー光強度にて形成する。さらにランドプリピット記録時にランドプ
リピット形成に必要なレーザー光強度を出力する。このときレーザー（ビーム）Ｂも所定
の周波数で、僅かにウォブルさせてもよい。
【００５４】
　ひき続き、記録型光ディスクであるという識別情報などがピット列ＰＡを有する領域Ｐ
１に、レーザー（ビーム）Ａを用いて、ピットを記録するのに適しかつレジスト厚さ方向
全てを露光するのに適したレーザー光強度（ＰＡ２）で記録され、ガラス原盤表面まで露
光される。このときピット列ＰＡは所定の周波数で僅かにウォブルさせる。ウォブルが必
要ない場合もある。
【００５５】
　このようにして、記録再生領域（領域１）から再生専用領域（領域Ｐ１、Ｐ２）更に記
録再生領域（領域１）、中間領域を設け、前記した１枚のレジスト盤Ｒ上に潜像として、
案内溝及びピット及びランドブリピットＬＰＰ（アドレス情報）が記録される。
【００５６】
　次の現像工程で、この潜像を形状変化として析出させ、金属原盤作成工程に運ばれる。
金属原盤作成工程では、前記したレジスト盤Ｒ上に、ニッケルなどの導電膜が被覆され、
その上にニッケルメッキなどで、ニッケル皮膜が形成される。
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その後ニッケルでできた金属原盤はレジスト盤Ｒより剥離され、剥離された金属原盤は、
洗浄され、成型用金型に装着できる大きさに加工される。加工後の金属原盤は母型と呼ば
れる。成型用金型に母型を装着し、成形によりプラスチック製ディスク基板が作成される
。
【００５７】
　その後、ディスク基板上に記録用機能膜（記録層）が成膜され、例えば、その上に保護
膜が塗布され、あるいは、ダミー基板と呼ばれる基板が貼り合わされて記録型ディスクが
製造される。
【００５８】
　第１実施例である図１と第２実施例である図６とはほとんど同様に作成されるが図１で
は中間領域がピット領域（ピット列ＰＭ）として領域Ｐ１（ピット列ＰＡ）と領域Ｐ２（
ピット列ＰＢ）との間に形成され、図６では中間領域がピット領域（ピット列ＰＭ）とし
て領域Ｐ１（ピット列ＰＡ）と記録可能領域である領域１との間に形成されることが異な
る。
【００５９】
　この中間領域でのピット列ＰＭの深さ（光学的深さ）は、領域Ｐ１の深さ（光学的深さ
）と同一か少ない深さ（光学的深さ）であり、正確に規定できない深さ（光学的深さ）と
なることもある。
【００６０】
　つぎに、ディスクのフォーマットの実施の形態について説明する。図５に示したｔｙｐ
ｅ（タイプ）１は、図８の比較例を用いて、後述するディスクで右の再生専用のピットＰ
領域のトラックから左の記録可能な溝Ｇ（グルーブ）領域に連続的に切り替わっている状
態を示している。図８中、「ＬＰＰ」はランドに形成された「ランドプリピット」を示し
、レーザーＢはランドプリピット形成用のレーザー光出力である。図１及びまたは図６は
、図５でｔｙｐｅ（タイプ）２として後述するディスクで右の再生専用のピット領域のト
ラックから左の記録可能な溝Ｇ（グルーブ）領域の間に深さが変化する中間領域であるピ
ットを持つ領域があることを示している。
【００６１】
　図５は本発明の実施例におけるディスクのリードイン領域（内周方向）からデータ領域
（外周方向）までの構造を示している。この領域は、前記のように、ディスクの製造方法
が異なり、比較例で説明するｔｙｐｅ（タイプ）１と、本実施例で説明するｔｙｐｅ（タ
イプ）２との２種類がフォーマットとして共存することができるように構成されている。
このフォーマットはｔｙｐｅ（タイプ）１では信号性能（記録再生特性）はあまり良くな
いが、製造が比較的容易に可能であり、ｔｙｐｅ（タイプ）２では信号性能（記録再生特
性）は好ましいが中間領域での信号の性能に制約が必要になる２つの方式を共存すること
により、製造方法に自由度を与えることができる。
【００６２】
　ｔｙｐｅ（タイプ）１のリードイン領域は、
（１－１）記録再生可能領域である内周から、ウォブル及び約λ／１２程度の深さのグル
ーブ領域の外周側のサイドのランド領域にアドレス等の情報を持ったランドプリピットＬ
ＰＰを持つ記録再生可能な記録再生可能領域でありディファレンシャルプッシュプルのト
ラッキングエラー信号が得られるＩｎｉｔｉａｌ　ｚｏｎｅ、ｓｙｓｔｅｍ　ｒｅｓｅｒ
ｖｅｄ　ｚｏｎｅ、ｂｕｆｆｅｒ　ｚｏｎｅ０、ＲＷ－ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｆｏｒｍａｔ
　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｚｏｎｅ、Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｃｏｄｅ　ｚｏｎｅ、ｂｕ
ｆｆｅｒ　ｚｏｎｅ１、ｌｉｎｋｉｎｇ　ｌｏｓｓ　ａｒｅａ、
（１－２）約λ／４程度の深さから成りウォブルはあるがランドプリピットＬＰＰを持た
ないプリピットで構成されるＤＰＤトラッキングエラー信号が得られ記録信号が読み出し
可能な再生専用領域であり著作権保護に関する情報及びリードイン情報を持つｃｏｎｔｒ
ｏｌ　ｄａｔａ　ｚｏｎｅ（Ｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ＬＰＰ
）、
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（１－３）約λ／１２程度の深さから成りウォブル及びランドプリピットＬＰＰを持つプ
リピットで構成されるＤＰＤトラッキングエラー信号が得られ記録再生信号が読み出し出
来ない再生専用領域であるｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ　ｗｉｔｈ　
ＬＰＰ、
（１－４）ウォブル及びグルーブ領域の外周側サイドのランド領域にアドレス等の情報を
持ったランドプリピットＬＰＰを持つ記録再生可能な記録再生可能領域でありディファレ
ンシャルプッシュプルのトラッキングエラー信号が得られるｂｕｆｆｅｒ　ｚｏｎｅ２、
以降に続くユーザーのコンテンツを記録するｄａｔａ　ａｒｅａ
の順に外周方向へ分割されている。ここで、各領域の右上に示してあるのがそれぞれの領
域の開始アドレスである。ｔｙｐｅ（タイプ）１の記録時の動作は図５の左側にＷｒｉｔ
ｅ　Ｍｏｄｅ示し、再生時の動作は図５の左側にＲｅａｄ　Ｍｏｄｅで示してある。ｒｅ
ｃｏｒｄｉｎｇは記録動作、ｒｅａｄｉｎｇは再生動作、ｓｅｅｋはシーク動作、もしく
はトラックを読み飛ばす動作を示し、ｒｅａｄ　ｇｅｎ　ｗｃｌｋはウォブル信号及びＬ
ＰＰアドレスを再生して記録クロック信号および記録タイミング信号を生成する動作を示
している。
【００６３】
　次に、ｔｙｐｅ（タイプ）２のリードイン領域は
（２－１）記録再生可能領域である内周から、ウォブル及び約λ／１２程度の深さのグル
ーブ領域の外周サイドのランド領域にアドレス等の情報を持ったランドプリピットＬＰＰ
を持つである記録再生可能な記録再生可能領域でありディファレンシャルプッシュプルの
トラッキングエラー信号が得られるＩｎｉｔｉａｌ　ｚｏｎｅ、ｓｙｓｔｅｍ　ｒｅｓｅ
ｒｖｅｄ　ｚｏｎｅ、ｂｕｆｆｅｒ　ｚｏｎｅ０、ＲＷ－ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｆｏｒｍａ
ｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｚｏｎｅ、Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｃｏｄｅ　ｚｏｎｅ、
（２－２）タイプ１またはタイプ２かを判断するコードが記録されているｂｏｕｎｄａｒ
ｙ　ｆｌａｇ　ｚｏｎｅ１（無くても良い）、前記記載の中間領域であるｂｏｕｎｄａｒ
ｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ１（約λ／１２程度の深さから、約λ／４程度の深さになる
ように形成されたピット領域でありウォブルを持ちディファレンシャルプッシュプルのト
ラッキングエラー信号もＤＰＤトラッキングエラー信号も得られる）、
（２－３）約λ／４程度の深さから成りウォブルはあるがランドプリピットＬＰＰを持た
ないプリピットで構成されるＤＰＤトラッキングエラー信号が得られ記録信号が読み出し
可能な再生専用領域であり著作権保護に関する情報及びリードイン情報を持つｃｏｎｔｒ
ｏｌ　ｄａｔａ　ｚｏｎｅ（Ｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ＬＰＰ
）、
（２－４）ｔｙｐｅ（タイプ）１またはｔｙｐｅ（タイプ）２かを判断するコードが記録
されているｂｏｕｎｄａｒｙ　ｆｌａｇ　ｚｏｎｅ２（無くても良い）、前記記載の中間
領域とは逆の構造であるｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ２（約λ／４程度の
深さから、約λ／１２程度の深さになるように形成されたピット領域でありウォブル及び
ＬＰＰが記録されている（ＬＰＰは無くても良い）ディファレンシャルプッシュプルのト
ラッキングエラー信号もＤＰＤトラッキングエラー信号も得られる）、
（２－５）約λ／１２程度の深さから成りウォブル及びランドプリピットＬＰＰを持つプ
リピットで構成されるＤＰＤトラッキングエラー信号が得られ記録信号が読み出し出来な
い再生専用領域であるｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ　ｗｉｔｈ　ＬＰ
Ｐ、
（２－６）ウォブル及び約λ／１２程度の深さのグルーブ領域の外周サイドのランド領域
にアドレス等の情報を持ったランドプリピットＬＰＰを持つである記録再生可能な記録再
生可能領域でありプッシュプルのトラッキングエラー信号が得られるｂｕｆｆｅｒ　ｚｏ
ｎｅ２、ユーザーのコンテンツを記録するｄａｔａ　ａｒｅａの順に外周方向へ分割され
ている。ここで、各領域の右上に示してあるのがそれぞれの領域の開始アドレスである。
ｔｙｐｅ（タイプ）２の記録時の動作は図５の右側にＷｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅ示し、再生時
の動作は図５の右側にＲｅａｄ　Ｍｏｄｅで示してある。ｒｅｃｏｒｄｉｎｇは記録動作
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、ｒｅａｄｉｎｇは再生動作、ｓｅｅｋはシーク動作、もしくはトラックを読み飛ばす動
作を示し、ｒｅａｄ　ｇｅｎ　ｗｃｌｋはウォブル信号及びＬＰＰアドレスを再生して記
録クロック信号および記録タイミング信号を生成する動作を示している。
【００６４】
　ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｆｌａｇ　ｚｏｎｅ１及びｂｏｕｎｄａｒｙ　ｆｌａｇ　ｚｏｎｅ
２は、この位置に無くても良いが、ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｚｏｎｅ１及びｂｏｕｎｄａｒｙ
　ｆｌａｇ　ｚｏｎｅ２がディスクのｔｙｐｅ（タイプ）１またはｔｙｐｅ（タイプ）２
によって記録再生の方法を変更すべく前記のリードイン情報を持つｃｏｎｔｒｏｌ　ｄａ
ｔａ　ｚｏｎｅや、記録可能な領域内のＬＰＰのアドレス情報とともに予め埋め込み記録
しておくき、記録再生すべきディスクのｔｙｐｅ（タイプ）１またはｔｙｐｅ（タイプ）
２が判定できるようにしておく。
【００６５】
　次に、ｔｙｐｅ（タイプ）１とｔｙｐｅ（タイプ）２のディスクにおいて、共通にこの
領域を再生する場合と、記録する場合を図９を参照しながら説明する。
図９は図５のフォーマットをトラック位置としては表現を簡略化し、記録再生のための物
理的な内容を中心に説明するための図である。
【００６６】
　図９はトラック番号の１からトラック番号９のそれぞれのトラックの方向に外周方向に
向かい図５との対応は、ｔｙｐｅ（タイプ）１のトラック番号１、トラック番号２のそれ
ぞれのトラックが、約λ／１２程度の深さのグルーブ領域の外周側のサイドのランド領域
にアドレス等の情報を持ったランドプリピットＬＰＰを持つ記録再生可能な記録再生可能
領域でありディファレンシャルプッシュプルのトラッキングエラー信号が得られるＩｎｉ
ｔｉａｌ　ｚｏｎｅ、ｓｙｓｔｅｍ　ｒｅｓｅｒｖｅｄ　ｚｏｎｅ、ｂｕｆｆｅｒ　ｚｏ
ｎｅ０、ＲＷ－ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｆｏｒｍａｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｚｏｎｅ、
Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｃｏｄｅ　ｚｏｎｅ、ｂｕｆｆｅｒ　ｚｏｎｅ１、ｌｉｎｋｉｎｇ
　ｌｏｓｓ　ａｒｅａ等である。図５及び９のすべての領域においてウォブル信号は配置
されている。
　トラック番号３、トラック番号４のそれぞれのトラックが、約λ／４程度の深さから成
りランドプリピットＬＰＰを持たないプリピットで構成されるＤＰＤトラッキングエラー
信号が得られ記録信号が読み出し可能な再生専用領域のＣｏｎｔｒｏｌ　ｄａｔａ　ｚｏ
ｎｅ（Ｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ＬＰＰ）である。
　トラック番号５、トラック番号６、トラック番号７のそれぞれのトラックが約λ／１２
程度の深さから成りランドプリピットＬＰＰを持つプリピットで構成されるＤＰＤトラッ
キングエラー信号が得られ記録信号が読み出し出来ない再生専用領域であるｕｎｒｅａｄ
ａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ　ｗｉｔｈ　ＬＰＰである。
　トラック番号８、トラック番号９のそれぞれのトラックがグルーブ領域の外周側サイド
のランド領域にアドレス等の情報を持ったランドプリピットＬＰＰを持つディファレンシ
ャルプッシュプルのトラッキングエラー信号が得られる記録再生可能な情報記録再生可能
領域（Ｄａｔａ　ａｒｅａ）である。
【００６７】
　次に、ｔｙｐｅ（タイプ）２のトラック番号１のトラックが、リードイン領域は記録再
生可能領域である内周から、約λ／１２程度の深さのグルーブ領域の外周サイドのランド
領域にアドレス等の情報を持ったランドプリピットＬＰＰを持つである記録再生可能な記
録再生可能領域でありディファレンシャルプッシュプルのトラッキングエラー信号が得ら
れるＩｎｉｔｉａｌ　ｚｏｎｅ、ｓｙｓｔｅｍ　ｒｅｓｅｒｖｅｄ　ｚｏｎｅ、ｂｕｆｆ
ｅｒ　ｚｏｎｅ０、ＲＷ－ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｆｏｒｍａｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　
ｚｏｎｅ、Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｃｏｄｅ　ｚｏｎｅ等である。
　トラック番号２のトラックが中間領域である。
　トラック番号３、トラック番号４のそれぞれのトラックが約λ／４程度の深さから成り
ランドプリピットＬＰＰを持たないプリピットで構成されるＤＰＤトラッキングエラー信
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号が得られ記録信号が読み出し可能な再生専用領域のＣｏｎｔｒｏｌ　ｄａｔａ　ｚｏｎ
ｅ（Ｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ＬＰＰ）である。
　トラック番号５のトラックが中間領域である。
　トラック番号６、トラック番号７のそれぞれのトラックが、約λ／１２程度の深さから
成りランドプリピットＬＰＰを持つプリピットで構成されるＤＰＤトラッキングエラー信
号が得られ記録信号が読み出し出来ない再生専用領域のｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏ
ｓｓ　ｚｏｎｅ　ｗｉｔｈ　ＬＰＰである。
　トラック番号８、トラック番号９のそれぞれのトラックがグルーブ領域の外周側サイド
のランド領域にアドレス等の情報を持ったランドプリピットＬＰＰを持つディファレンシ
ャルプッシュプルのトラッキングエラー信号が得られる記録再生可能な領域（Ｄａｔａ　
ａｒｅａ）である。
【００６８】
　この配置において、記録または再生を行う場合はｔｙｐｅ（タイプ）１またはｔｙｐｅ
（タイプ）２を判定する必要がある。ｔｙｐｅ（タイプ）１またはｔｙｐｅ（タイプ）２
の検出方法としては、ディスクを挿入し立ち上げ処理をした時点で、前記のリードイン情
報を持つｃｏｎｔｒｏｌ　ｄａｔａ　ｚｏｎｅを再生し、この領域にｔｙｐｅ（タイプ）
１またはｔｙｐｅ（タイプ）２が記録されていればこの値で判定する。これは、記録装置
または再生装置でも同様な方法で読み出すことが出来る。また、本実施例のもう一つの例
ではｂｏｕｎｄａｒｙ　ｆｌａｇ　ｚｏｎｅ１及びｂｏｕｎｄａｒｙ　ｆｌａｇ　ｚｏｎ
ｅ２にＬＰＰとしてｔｙｐｅ（タイプ）１またはｔｙｐｅ（タイプ）２が記録されている
ので、記録時にこの値を読み出すことによって判定する事ができる。この方法は記録装置
にて記録を行う場合に適用出来る。このタイプの記録は、記録していないディスクの状態
で検出が可能であればそれ以外の方法であってもかまわない。
【００６９】
　さて、ｔｙｐｅ（タイプ）１をトラック番号１のトラックから順に記録する場合（図５
の左側に示すＷｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅ）、トラック番号１、トラック番号２、トラック番号
８、トラック番号９のそれぞれのトラックは記録すべきトラックであり、前記のようにす
べての領域のトラックの両側にはウオブルしている周波数信号があり、この周波数信号を
検出してディスクを回転する速度信号を帰還して、ディスクを線速度一定の制御を行うと
共に記録クロック信号を生成する。
次に、ランドに記録されているＬＰＰを検出し、アドレス信号を生成し、この検出したタ
イミング信号に基づいて、このトラックの所定のリンキングタイミングで記録（図５の左
側に示すＷｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅにおいてｒｅｃｏｒｄｉｎｇ、Ｉｎｉｔｉａｌ　ｚｏｎｅ
～Ｌｉｎｋｉｎｇ　ｌｏｓｓ　ａｒｅａ）を開始する。そして、トラック番号３のトラッ
クに相当するアドレスになるリンキングタイミングで記録を中止し再生状態（図５の左側
に示すＷｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅにおいてｒｅａｄｉｎｇ）にする。
【００７０】
　トラック番号３のトラックは記録領域が再生可能なピットで構成され、ＬＰＰ信号がな
いが、再生可能なピットからアドレスを検出して、アドレスに基づいて再生動作を（図５
の左側に示すＷｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅにおいてｒｅａｄｉｎｇ、Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｄａｔａ
　ｚｏｎｅ（Ｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ＬＰＰ））トラック番
号４のトラックまで行う。
　次にトラック番号５、トラック番号６、トラック番号７のそれぞれのトラックはピット
の信号が再生出来ないトラックであるが、この領域にはウオブル信号とＬＰＰ信号がある
ので、このトラックを再生中にウオブル信号とＬＰＰアドレスを再生し、記録クロックと
記録タイミングを生成し（図５の左側に示すＷｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅにおいてｒｅａｄｉｎ
ｇ　ｇｅｎ　ｗｃｌｋ、Ｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈ　ＬＰＰ）、ト
ラック番号８以降のトラック番号のトラックで同様にリンキングタイミングで記録を開始
し、以降の記録処理を行う（図５の左側に示すＷｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅにおいてｒｅｃｏｒ
ｄｉｎｇ、ｂｕｆｆｅｒ　ｚｏｎｅ　２～Ｄａｔａ　ａｒｅａ）。
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　ここで、ｔｙｐｅ（タイプ）１ではトラックの両サイドはどのトラックも対称でありト
ラック番号２とトラック番号３とのそれぞれのトラック、及びトラック番号４とトラック
番号５とのそれぞれのトラック、及びトラック番号７とトラック番号８とのそれぞれのト
ラックの境界のディファレンシャルプッシュプルによるトラッキングエラー信号は振幅の
差がある程度で連続的に得ることができる。
【００７１】
　このように、ピット領域の境界を連続的に記録することが出来るので、再生時にＲＦ信
号を連続的に得ることが出来、再生時の処理（図５の左側に示すＲｅａｄ　Ｍｏｄｅ）は
、トラッキングエラーを位相差法（ＤＰＤ）（尚ディファレンシャルプッシュプルでも良
い）として、トラック番号１のトラックからトラック番号９のトラックまで順に再生（図
５の左側に示すＲｅａｄ　Ｍｏｄｅにおいてｒｅａｄｉｎｇ、Ｉｎｉｔｉａｌ　ｚｏｎｅ
～Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｄａｔａ　ｚｏｎｅ（Ｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈｏ
ｕｔ　ＬＰＰ））する。そのとき、トラック番号５、トラック番号６、トラック番号７の
それぞれのトラックは信号が再生できないので読み飛ばして（図５の左側に示すＲｅａｄ
　Ｍｏｄｅにおいてｓｅｅｋ、Ｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈ　ＬＰＰ
～ｂｕｆｆｅｒ　ｚｏｎｅ２）、その後トラック番号８以降のトラック番号のトラックを
連続的に再生する（図５の左側に示すＲｅａｄ　Ｍｏｄｅにおいてｒｅａｄｉｎｇ、Ｄａ
ｔａ　ａｒｅａ）。
【００７２】
　次に、ｔｙｐｅ（タイプ）２をトラック番号１のトラックから順に記録する場合、トラ
ック番号１、トラック番号８、トラック番号９のそれぞれのトラックは記録すべきトラッ
クである。中間領域であるトラック番号２のトラックがｔｙｐｅ（タイプ）１では記録可
能トラックであるのに対して、ｔｙｐｅ（タイプ）２においてピットのトラックである理
由は、トラック番号２のトラックでは、トラックの両サイドのランドの深さが異なり、記
録するために必要なウオブル信号とＬＰＰ信号が記録してあっても前のトラックのような
信号振幅や信号のオフセットレベルでは、信号が得ることが出来ず記録クロックやタイミ
ング信号が正確に得ることが出来ない可能性があるためである。
【００７３】
　同様に中間領域であるトラック番号５のトラックもトラックの両サイドのランドの深さ
が異なり、記録するために必要なウオブル信号とＬＰＰ信号が記録してあっても前のトラ
ックのような信号振幅や信号のオフセットレベルでは、正確な信号が得ることが出来ない
可能性があり記録クロックやタイミング信号が正確に得ることが出来ないことがあるので
、記録クロックやタイミング信号が正確に得るのは、トラック番号６以降のトラック番号
のトラックで行っても良い。
【００７４】
　順に記録処理（図５の右側に示すＷｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅ）を説明する。トラック番号１
のトラックでは、前記のようにトラックの両側にはウオブルしている周波数信号があり、
この周波数信号を検出してディスクを回転する速度信号を帰還して、ディスクを線速度一
定の制御を行うと共に記録クロック信号を生成する。次に、ランドに記録されているＬＰ
Ｐを検出し、アドレス信号を生成し、この検出したタイミング信号に基づいて、このトラ
ックの所定のリンキングタイミングで記録（図５の右側に示すＷｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅにお
けるｒｅｃｏｒｄｉｎｇ、Ｉｎｉｔｉａｌ　ｚｏｎｅ～ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｆｌａｇ　ｚ
ｏｎｅ　１）を開始する。
【００７５】
　そして、トラック番号２のトラックに相当するアドレスになるリンキングタイミングで
記録を中止し再生状態にする。トラック番号２のトラックは記録領域が再生出来ないまた
は再生可能なピットで構成されているため読み飛ばす（図５の右側に示すＷｒｉｔｅ　Ｍ
ｏｄｅにおけるｒｅｃｏｒｄｉｎｇの波線部分、ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｆｌａｇ　ｚｏｎｅ
　２）。トラック番号３のトラックは記録領域が再生可能なピットで構成され、ＬＰＰ信
号がないが、再生可能なピットからアドレスを検出して、アドレスに基づいて再生トラッ
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ク番号４のトラックまで行う（図５の右側に示すＷｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅにおけるｒｅａｄ
ｉｎｇ、Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｄａｔａ　ｚｏｎｅ（Ｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉ
ｔｈｏｕｔ　ＬＰＰ）～ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｆｌａｇ　ｚｏｎｅ　２）。
【００７６】
　次にトラック番号５のトラックはピットの信号が再生できない可能性があり、ＬＰＰ信
号は正確には再生出来ない可能性があるトラックなので読み飛ばす。次にトラック番号５
、トラック番号６、トラック番号７のそれぞれのトラックはピットの信号が再生出来ない
信号であるが、この領域にはウオブル信号とＬＰＰ信号があるので、このトラックを再生
中にウオブル信号とＬＰＰアドレスを再生し、記録クロックと記録タイミングを生成し（
図５の右側に示すＷｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅにおけるｒｅａｄｉｎｇ　ｇｅｎ　ｗｃｌｋ、Ｕ
ｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈ　ＬＰＰ）、トラック番号８以降のトラッ
ク番号のトラックで同様にリンキングタイミングで記録を開始し以降の記録処理を行う（
図５の右側に示すＷｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅにおけるｒｅｃｏｄｉｎｇ、ｂｕｆｆｅｒ　ｚｏ
ｎｅ　２～Ｄａｔａ　ａｒｅａ）。
【００７７】
　ここで、ｔｙｐｅ（タイプ）２ではトラックの両サイドが中間領域である２と５のトラ
ックも非対称でありこの境界のトラックでは、プッシュプル方式のトラッキングエラー信
号は振幅の差やオフセットを生じてしまい正確に記録または再生が出来ないが、ディファ
レンシャルプッシュプル方式によるトラッキングエラー信号は振幅の差がある程度の許容
できる範囲で連続的に得ることができる。
【００７８】
　このように領域を配置すればピット領域の境界を連続的に記録することが出来るので、
再生時にＲＦ信号を連続的に得ることが出来、再生時の処理（図５の右側に示すＲｅａｄ
　Ｍｏｄｅ）は、トラッキングエラーを位相差法（ＤＰＤ）（尚ディファレンシャルプッ
シュプルでも良い）として、トラック番号１のトラックからトラック番号９のトラックま
で順に再生する。この際、ｔｙｐｅ（タイプ）２ではトラック番号２、トラック番号５、
トラック番号６、トラック番号７のそれぞれのトラックは信号が再生できないので読み飛
ばして（図５の右側に示すＲｅａｄ　Ｍｏｄｅにおけるｓｅｅｋ、Ｉｎｉｔｉａｌ　ｚｏ
ｎｅ～ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ　１、ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｆｌａｇ　
ｚｏｎｅ　２～ｂｕｆｆｅｒ　ｚｏｎｅ　２）、その後、トラック番号３、トラック番号
４、およびトラック番号８以降のトラック番号のそれぞれのトラックを連続的に再生する
（図５の右側に示すＲｅａｄ　Ｍｏｄｅにおけるｒｅａｄｉｎｇ、Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｄａ
ｔａ　ｚｏｎｅ（Ｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ＬＰＰ）～ｂｏｕ
ｎｄａｒｙ　ｆｌａｇ　ｚｏｎｅ　２、Ｄａｔａ　ａｒｅａ）。
【００７９】
　また、仮に、ｔｙｐｅ（タイプ）１とｔｙｐｅ（タイプ）２のタイプを検出出来ないで
ｔｙｐｅ（タイプ）１としてしまった場合、または誤ってｔｙｐｅ（タイプ）２をｔｙｐ
ｅ（タイプ）１と検出した場合も、本案は有効である。つまりその場合、記録の場合に、
トラック番号２のトラックに記録装置は記録処理を行おうとするが、トラック番号２のト
ラック番号では、ウォブル信号は検出できても正確にＬＰＰが検出出来ないことになるの
で記録は途中で中止される。又は信号処理回路にてＬＰＰ信号の補完処理を行いながら記
録処理が行われる。仮に、トラック番号２のトラックをすべて記録してしまった場合も、
このトラックの再生時には、この領域からトラッキングエラー信号を得ることが出来るの
で、トラック番号２のトラックから再生信号は読み出せないが問題なく連続的な再生が可
能である。トラック番号５のトラックもＬＰＰ信号が読み出せない可能性はあるが、次の
トラックからは読み出されるので問題なく記録再生を行うことが出来る。
【００８０】
　図１０は、本発明の第３の実施例である情報記録媒体のリードイン領域とデータ領域と
を説明するための図である。図５に示したｔｙｐｅ（タイプ）２のｂｕｆｆｅｒ　ｚｏｎ
ｅ１が、図１０においてはｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈ　ＬＰＰ　ｂ
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ｏｕｎｄａｒｙ　ｆｌａｇ　１になっている点が異なる。この場合も全ての領域でウォブ
ル信号が記録されており全ての領域でウォブル信号を得ることができる。このディスクを
ｔｙｐｅ（タイプ）３とする。ｔｙｐｅ（タイプ）３の記録および再生動作に関しては図
１０の右側にそれぞれＷｒｉｔｅ　ＭｏｄｅおよびＲｅａｄ　Ｍｏｄｅで示してある。こ
の動作に関しては、ｕｎｒｅａｄｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈ　ＬＰＰ　ｂｏｕｎｄ
ａｒｙ　ｆｌａｇ　１を除きｔｙｐｅ（タイプ）２と同じであるので、重複する動作の説
明は省略するが、ｔｙｐｅ（タイプ）２と異なる動作の説明は以下の通りである
。
　ｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈ　ＬＰＰ　ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｆｌａ
ｇ　１の領域は、ｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈ　ＬＰＰ領域と同じで
、この領域の中のＬＰＰの中に、ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｆｌａｇ　１が書き込んである点が
異なる。図１０では、ｂｕｆｆｅｒ　ｚｏｎｅ１に記録すべきところを、ｕｎｒｅａｄａ
ｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ領域としているので、その前のｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｃｏｄｅ　ｚ
ｏｎｅで記録を終了し、再生動作に切換えることになる。なお、ｔｙｐｅ（タイプ）１に
関しては図５に示したｔｙｐｅ（タイプ）１と同じであるのでその説明を省略する。
【００８１】
　図１１は、本発明の第４の実施例である情報記録媒体のリードイン領域とデータ領域と
を説明するための図である。この場合も全ての領域でウォブル信号が記録されており全て
の領域でウォブル信号を得ることができる。図１１に示したｔｙｐｅ（タイプ）４および
ｔｙｐｅ（タイプ）５は、図５に示したｔｙｐｅ（タイプ）２のｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍ
ｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ１とｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ２を、図５に示した
ｔｙｐｅ（タイプ）１とｔｙｐｅ（タイプ）２とにおいて同じアドレス位置に配置したも
のである。ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ　１とｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂ
ｏｓｓ　ｚｏｎｅ　２は、上述したように、図１１右側に示した対照表をに示してあると
おりエンボスピットで構成されている領域であり、ｔｙｐｅ（タイプ）４ではウオブル及
びＬＰＰは記録されているが、ｔｙｐｅ（タイプ）５ではウオブルは記録されいるがＬＰ
Ｐは記録されていなくてもよい。または、ＬＰＰは記録されていても精度良く読み出すこ
とが出来ない領域である。また、この領域のエンボスピットはデータが再生できても出来
なくてもよい。ｔｙｐｅ（タイプ）４又はｔｙｐｅ（タイプ）５であることを示す識別情
報をＬＰＰ、または読み出し可能なｃｏｎｔｒｏｌ　ｄａｔａ　ｚｏｎｅ等の再生専用領
域に予め記録しておく。
【００８２】
　このようなフォーマットにすることにより、図１１の記録動作（Ｗｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅ
）及び再生動作（Ｒｅａｄ　Ｍｏｄｅ）は図１１の左側に示したように、記録動作（Ｗｒ
ｉｔｅ　ｍｏｄｅ）はｌｉｎｋｉｎｇ　ｌｏｓｓ　ａｒｅａまで記録（ｒｅｃｏｒｄｉｎ
ｇ）し、再生モード（ｒｅａｄｉｎｇ）に切換え、ｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ
　ｗｉｔｈ　ＬＰＰ領域からウオブル信号を再生し、記録のためのクロックを生成し、Ｌ
ＰＰからアドレス信号を生成し記録のタイミングを生成し（ｒｅａｄｉｎｇ　ｇｅｎ　ｗ
ｃｌｋ）、次にｂｕｆｆｅｒ　ｚｏｎｅから再度記録（ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ）を再開する
。なお、再生動作は前記の実施例と同様であるので、その説明を省略する。
【００８３】
　このように、ｔｙｐｅ（タイプ）４でもｔｙｐｅ（タイプ）５でも全く同様な記録再生
方法にて、適用できるので、装置の設計が容易となるメリットを奏する。ただし、前記し
たように、ｔｙｐｅ（タイプ）４の場合は、トラッキング信号はプッシュプルやディファ
レンシャルプッシュプルでもほぼ問題ないが、ｔｙｐｅ（タイプ）５の場合は、トラッキ
ング信号はディファレンシャルプッシュプルではほぼ問題ないが、プッシュプルではｂｏ
ｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ　１とｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎ
ｅ　２を連続して通過することが難しいので、ｔｙｐｅ（タイプ）４又はｔｙｐｅ（タイ
プ）５である識別情報をＬＰＰまたは読み出し可能なｃｏｎｔｒｏｌ　ｄａｔａ　ｚｏｎ
ｅ等の再生専用領域に予め記録しておくことで、それぞれのディスクにあった対応が可能
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である。
【００８４】
　上述した各実施例で説明したディスクのｔｙｐｅ（タイプ）を分類すると、ｔｙｐｅ（
タイプ）１とｔｙｐｅ（タイプ）４とが同じグループになるので、以下の説明ではこれを
ｔｙｐｅ（タイプ）１をその代表として説明する。また、ｔｙｐｅ（タイプ）２、ｔｙｐ
ｅ（タイプ）３、ｔｙｐｅ（タイプ）５とが同じグループになるので、以下の説明ではこ
れをｔｙｐｅ（タイプ）２をその代表として説明する。　このような構成にすることによ
って、ｔｙｐｅ（タイプ）１とｔｙｐｅ（タイプ）２の２つの異なる製造方法が許容でき
、かつ記録及び再生時にはトラッキングエラー信号が連続的に得ることが出来るので、記
録及び再生時を中断することなく連続的に行うことが出来、従来発売しているＤＶＤ－Ｒ
ＯＭやＤＶＤビデオ再生装置等に影響することなく、ＤＶＤ－ＲＷの付加価値を高めるも
のである。
【００８５】
　なお、上記実施例は、再生専用領域と記録領域との間または、再生専用領域と再生専用
領域との間に中間領域である１トラックのピット領域からなるｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂ
ｏｓｓ　ｚｏｎｅ１とｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ２を設けたが、２トラ
ック以上の領域であってもかまわないことは勿論である。図５で分かるようにｔｙｐｅ（
タイプ）１とｔｙｐｅ（タイプ）２の差はごくわずかであり、記録領域と再生専用領域の
境界領域であるｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ１と第一の再生専用領域と第
二の再生専用領域の境界領域であるｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ２を、境
界領域として、アドレスが正確に検出出来ない場合は記録しなくても良い領域、または、
再生信号が正確に読み出せなくてもよい領域というように定義すれば、ｔｙｐｅ（タイプ
）１とｔｙｐｅ（タイプ）２は共通のフォーマットとする事ができる。ここで用いている
名称は一実施例であって、本発明は本実施例における製造方法や訂正フォーマットやディ
スク構造等に限定されるものではない。
【００８６】
　図１２は、本発明の第５の実施例である情報記録媒体のリードイン領域とデータ領域と
を説明するための図である。この場合も全ての領域でウォブル信号が記録されており全て
の領域でウォブル信号を得ることができる。図１２に示したｔｙｐｅ（タイプ）６および
ｔｙｐｅ（タイプ）７は、図１１に示したｔｙｐｅ（タイプ）４のｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅ
ｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ１をｂｏｕｎｄａｒｙ　ｚｏｎｅ１として、ｔｙｐｅ（タイプ）６
では、この領域をウオブル及びＬＰＰは記録されている記録可能なグルーブ領域とし、ｔ
ｙｐｅ（タイプ）７では、この領域をウオブルは記録されていえるがＬＰＰは記録されて
いないエンボスピット領域とし、ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ２を、図１
１に示したｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ１と２と同様なウオブル及びＬＰ
Ｐは記録されているエンボスピット領域とし、タイプ７の場合はＬＰＰが記録されいても
ＬＰＰが精度良く読めなくてもよい領域である。ｔｙｐｅ（タイプ）６又はｔｙｐｅ（タ
イプ）７であることを示す識別情報をＬＰＰ、または読み出し可能なｃｏｎｔｒｏｌ　ｄ
ａｔａ　ｚｏｎｅ等の再生専用領域に予め記録しておく。
【００８７】
　このように領域を定義すれば、ｔｙｐｅ（タイプ）６とｔｙｐｅ（タイプ）７は共通の
フォーマットとする事ができる。この時、この領域を記録する場合と再生する場合がある
ので、この領域にＬＰＰのアドレス信号は無くてもウオブル信号を予め記録しておくと、
スピンドルの速度信号を生成でき、ＬＰＰのアドレス信号を回路的に補完して記録をする
ことが可能である。実際には、ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｚｏｎｅ１の記録の場合、タイプ６の
場合は表に記載されているように２つのＥＣＣブロックの後半のＥＣＣブロックをＬｉｎ
ｋｉｎｇ　Ｌｏｓｓ　Ａｒｅａとしてここまで記録を行い、タイプ７の場合は、前半のＥ
ＣＣブロックをＬｉｎｋｉｎｇ　Ｌｏｓｓ　Ａｒｅａとしてここまで記録を行う。
【００８８】
　またｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ２にも同様な理由で、ウオブル信号を
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予め記録しておくと、記録を行うための記録クロックの連続的な生成や、スピンドルの速
度信号を生成できｔｙｐｅ（タイプ）６とｔｙｐｅ（タイプ）７とで、互換性を維持して
記録再生処理が可能である。この場合には中間領域では、プッシュプル信号にオフセット
が発生し、ウオブル信号にもＤＣ的にオフセットが発生するが、このオフセット信号はバ
ンドパスフィルターを通過させる等の方法を用いれば、ウオブル信号は欠落なく連続的に
得られるか又は短時間のウオブル信号の欠落にすることが出来るので、ウオブル信号の連
続性をを回路的に補完することで、この影響を除去する事ができる。このような構成にす
ることによって、記録再生を行う際により互換性を維持し、２つのディスクの製造方法を
可能にし、このようなフォーマットの発展及び普及に寄与するものである。
【００８９】
　尚、全ての実施例に共通することであるが、ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎ
ｅ１またはｂｏｕｎｄａｒｙ　ｚｏｎｅ１は円盤状のディスクの一周分が中間領域のピッ
トして形成されるが、中間領域として配置している２ＥＣＣブロックは、その一周分より
も少し大きな領域になっている。そこで、後半のＥＣＣブロックの数セクターまたは数シ
ンクフレームは次の領域であるコントロールデータゾーンと同じように読み出し可能な領
域である。そして、この領域は少なくとも２シンクフレーム確保されているので、コント
ロールデータゾーンを再生しようとした場合に、この間で再生信号のＰＬＬの引き込みや
シンク検出を行うことによりコントロールデータゾーンを最初から正確に読みｆだすこと
が出来る。ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ２も同様に、中間領域として配置
している２ＥＣＣブロックは、その一周分よりも少し大きな領域になっている。
そこで、後半のＥＣＣブロックの数セクターまたは数シンクフレームは次の領域であるア
ンリーダブルエンボスゾーンと同じようにウオブル信号とＬＰＰ信号が読み出し可能な領
域である。
【００９０】
　このようなフォーマットにすることにより、図１２の記録動作（Ｗｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅ
）及び再生動作（Ｒｅａｄ　Ｍｏｄｅ）は図１２の左側に示したように、前記実施例と同
様な処理については説明を省略するがＬＰＰまたはコントロールデータ領域に記録されて
いるタイプ６または７の情報を取得し、タイプ６の場合は、記録動作（Ｗｒｉｔｅ　ｍｏ
ｄｅ）はｂｏｕｎｄａｒｙ　ｚｏｎｅ１の最後のＥＣＣブロックをｌｉｎｋｉｎｇ　ｌｏ
ｓｓ　ａｒｅａとし、ここまで記録（ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ）し、再生モード（ｒｅａｄｉ
ｎｇ）に切換え、ｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈ　ＬＰＰ領域からウオ
ブル信号を再生し、記録のためのクロックを生成し、ＬＰＰからアドレス信号を生成し記
録のタイミングを生成し（ｒｅａｄｉｎｇ　ｇｅｎ　ｗｃｌｋ）、次にｂｕｆｆｅｒ　ｚ
ｏｎｅから再度記録（ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ）を再開する。タイプ７の場合は、記録動作（
Ｗｒｉｔｅ　ｍｏｄｅ）はｂｏｕｎｄａｒｙ　ｚｏｎｅ１の手前の最後のＥＣＣブロック
をｌｉｎｋｉｎｇ　ｌｏｓｓ　ａｒｅａとし、ここまで記録（ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ）し、
再生モード（ｒｅａｄｉｎｇ）に切換え、ｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔ
ｈ　ＬＰＰ領域からウオブル信号を再生し、記録のためのクロックを生成し、ＬＰＰから
アドレス信号を生成し記録のタイミングを生成し（ｒｅａｄｉｎｇ　ｇｅｎ　ｗｃｌｋ）
、次にｂｕｆｆｅｒ　ｚｏｎｅから再度記録（ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ）を再開する。また、
仮にＬＰＰまたはコントロールデータ領域に記録されているタイプ６または７の情報を取
得しないでタイプ６であると仮定してタイプ７の媒体をタイプ６の方法で記録する場合も
、ウオブル信号が連続的に得られるのでこの信号を基にして、ＬＰＰ信号が得られない場
合でも連続的に記録を行うことも可能である。この場合には、この領域を再生すると記録
した信号を読み出すことは出来ないが、１トラックの情報であり、かつ、重要な情報領域
の情報では無いので支障は発生しない。なお、その他の再生動作は前記の実施例と同様で
あるので、その説明を省略する。
【００９１】
　図１３は、本発明の第６の実施例である情報記録媒体のカッティング状態の概念を説明
するための図である。図１３は、本発明の前記の説明の中で、底面が同一の深さ（位置）



(20) JP 4099794 B2 2008.6.11

10

20

30

40

50

で構成されているのに対して、第６の実施例は、図１３の底面が異なる案内溝としている
中間領域にいて、ピット列領域と、案内溝領域の底面が案内溝方向からピット列方向に向
かうに従って、所定の傾斜で徐々に浅くなり、再度ピット列での底面は、案内溝の底と同
一面になるように構成している。従来の方法に対して、このように作製するための方法の
変更部分は概略以下のように行う。
【００９２】
　底面がガラス原盤表面にある案内溝とピット列の切り替わり部分においては、初期条件
としてガラス原盤の表面まで露光した案内溝とランドプリピットをカッティングする条件
を用いる。レーザー（光）Ａはウォブル信号が含まれている。ウォブル信号は、レジスト
盤上で１５nmの振幅となるように光偏光器で、レーザー光が左右に振られていた。カッテ
ィングされる案内溝の幅が０．３μｍとなり、溝深さが約３０nmとなるようなレーザー光
強度とした（ＰＡ３）。一方、レーザー（光）Ｂは所望のランドプリピットが形成される
レーザー光強度（ＰＢ３）とし、カッティングされるランドプリピットに深さが約３０nm
となるように設定した。カッティングは線速一定とした。ターンテーブルは、レジスト盤
が１回転する間がトラックピッチ相当分であり、０．７４μｍでレジスト盤の内周から外
周に等速移動するように制御した。ひき続き、ここでは３トラックの傾斜部分をカッティ
ングする間にそれぞれのレーザー出力を連続的に変化させた。このときレーザー（ビーム
）Ａはガラス原盤表面に至らない底面を持つ案内溝を記録するのに適したレーザー強度に
至る様制御した。このとき案内溝の底面はガラス原盤の表面まで露光しない。ウォブル信
号は、レジスト盤上で１５nmの振幅となるように光偏光器で、レーザー光が左右に振られ
ている。カッティングされる案内溝の幅は０．３μｍとなり、溝深さは約３０nmとなるよ
うなレーザー光強度とする。レーザー（ビーム）Ｂは案内溝部横にランドプリピット形成
に必要なレーザー強度に連続的に至るよう制御する。
【００９３】
　同様にピット列と底面がガラス原盤表面にある案内溝との切り替わり部分は、初期条件
としてレーザー（ビーム）Ａはガラス原盤表面に至らない底面を持つ案内溝を記録するの
に適したレーザー強度によりここでは３トラック傾斜をカッティングする間、ガラス原盤
の表面まで露光した案内溝を記録するのに適したレーザー強度へ連続的に至るよう制御す
る。同様にレーザー（ビーム）Ｂ光は所望のランドプリ　ピットが形成されるレーザー光
強度から、３トラック傾斜をカッティングする間にカッティングされるランドプリピット
に深さが約３０nmとなるように設定したレーザー強度へ連続的に変化させる。
【００９４】
　このように方法で作製したディスクの傾斜を持った記録可能な中間領域のトラックは、
前記実施例で説明しているように、トラッキング方式としてのプッシュプル方式、ディフ
ァレンシャルプッシュプル方式でも多少のオフセットは発生するかもしれないが、このト
ラックで記録再生が可能である。従って、前記実施例のようにプッシュプル方式において
記録が出来ないために、プリピットで構成する必要も無いでの記録可能領域とする事が出
来る。また、この領域に記録した後には、ディファレンシャルフェイズディテクト（ＤＰ
Ｄ）方式で、オフセット等の発生がほとんど無く安定にトラッキングを行うことが出来る
。前記実施例では、ピット領域からなる中間領域を上書きしてしまった場合や、中間領域
のピット形状によっては、ディファレンシャルフェイズディテクト（ＤＰＤ）方式で、オ
フセット等が発生する場合があったが、本実施例では、この問題の発生が解決出来る。ま
た、この中間領域にはウオブル信号もＬＰＰのアドレス信号も予め作製しておくことが出
来るので、書き込みすべき信号の記録動作もほぼ正確に行うことが出来、同様に再生信号
の再生動作も安定に行うことが出来る。
【００９５】
　図１４は、本発明の第６の実施例である情報記録媒体のリードイン領域とデータ領域と
を説明するための図である。この場合も全ての領域でウォブル信号が記録されており全て
の領域でウォブル信号を得ることができる。図１４に示したｔｙｐｅ（タイプ）６は図１
２に示したｔｙｐｅ（タイプ）６と実質的に同じであり、図１４に示したｔｙｐｅ（タイ
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プ）８は、図１２に示したｔｙｐｅ（タイプ）７のｂｏｕｎｄａｒｙ　ｚｏｎｅ１の中で
、この領域をウオブルは記録されていえるがＬＰＰは記録されていないエンボスピット領
域としているのに対して、ｔｙｐｅ（タイプ）８では、前記のように傾斜していてウオブ
ル及びＬＰＰが記録されている記録可能なグルーブ領域とし、この領域のＬＰＰは配置さ
れいてもＬＰＰが精度良く読めなくてもよい領域である。ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓ
ｓ　ｚｏｎｅ２を、図１２に示したｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ２と同様
なウオブル及びＬＰＰは記録されているエンボスピット領域とし、タイプ８の場合はＬＰ
Ｐが記録されいてもＬＰＰが精度良く読めなくてもよい領域である。ｔｙｐｅ（タイプ）
６又はｔｙｐｅ（タイプ）８であることを示す識別情報をＬＰＰ、または読み出し可能な
ｃｏｎｔｒｏｌ　ｄａｔａ　ｚｏｎｅ等の再生専用領域に予め記録しておく。例えば、識
別情報をＬＰＰ情報のDisc　Physical　codeのMedia  type３（メディアタイプ）に０：b
oundary無し　１：boundary有り　として定義することができる。
【００９６】
　このように領域を定義すれば、ｔｙｐｅ（タイプ）６とｔｙｐｅ（タイプ）８は共通の
フォーマットとする事ができる。この時、この領域を記録する場合と再生する場合で、こ
の中間領域において仮にＬＰＰのアドレス信号を検出出来なくてもウオブル信号から、ス
ピンドルの速度信号を生成でき、ＬＰＰのアドレス信号を回路的に補完して記録をするこ
とが可能である。実際には、ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｚｏｎｅ１の記録の場合、タイプ６の場
合もタイプ８の場合も２Ｆ１Ｆ０ｈのＥＣＣブロックをＬｉｎｋｉｎｇ　Ｌｏｓｓ　Ａｒ
ｅａとしてここまで記録を行う。
【００９７】
　またｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ２にも同様な理由で、ウオブル信号を
予め記録しておくと、記録を行うための記録クロックの連続的な生成や、スピンドルの速
度信号を生成できｔｙｐｅ（タイプ）６とｔｙｐｅ（タイプ）８とで、互換性を維持して
記録再生処理が可能である。この場合には中間領域では、プッシュプル信号にオフセット
が発生し、ウオブル信号にもＤＣ的にオフセットが発生するが、このオフセット信号はバ
ンドパスフィルターを通過させる等の方法を用いれば、ウオブル信号は欠落なく連続的に
得られるか又は短時間のウオブル信号の欠落にすることが出来るので、ウオブル信号の連
続性をを回路的に補完することで、この影響を除去する事ができる。このような構成にす
ることによって、記録再生を行う際により互換性を維持し、２つのディスクの製造方法を
可能にし、このようなフォーマットの発展及び普及に寄与するものである。
【００９８】
　このようなフォーマットにすることにより、図１４の記録動作（Ｗｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅ
）及び再生動作（Ｒｅａｄ　Ｍｏｄｅ）は図１４の左側に示したように、前記実施例と同
様な処理については説明を省略するがＬＰＰまたはコントロールデータ領域に記録されて
いるタイプ６または８の情報を取得し、タイプ６と８の場合は、記録動作（Ｗｒｉｔｅ　
ｍｏｄｅ）はｂｏｕｎｄａｒｙ　ｚｏｎｅ１の最後のＥＣＣブロックのｌｉｎｋｉｎｇ　
ｌｏｓｓ　ａｒｅａとし、ここまで記録（ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ）し、再生モード（ｒｅａ
ｄｉｎｇ）に切換え、ｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈ　ＬＰＰ領域から
ウオブル信号を再生し、記録のためのクロックを生成し、ＬＰＰからアドレス信号を生成
し記録のタイミングを生成し（ｒｅａｄｉｎｇ　ｇｅｎ　ｗｃｌｋ）、次にｂｕｆｆｅｒ
　ｚｏｎｅから再度記録（ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ）を再開する。また、タイプ８でｂｏｕｎ
ｄａｒｙ　ｚｏｎｅ１に記録を行う場合に、トラッキングエラーとしてプッシュプル方式
を用いる場合には、トラッキングエラー信号に許容できる範囲のオフセット信号が発生す
るので、この領域を記録する場合にのみ予めオフセットを値を測定しておき、この値に応
じてオフセットをキャンセルするように制御することにより、より正確に記録を行うこと
ができる。また、仮にＬＰＰまたはコントロールデータ領域に記録されているタイプ６ま
たは８の情報を取得しないでタイプ６であると仮定してタイプ７の媒体をタイプ６の方法
で記録する場合も、ウオブル信号が連続的に得られるのでこの信号を基にして、ＬＰＰ信
号が得られない場合でも連続的に記録を行うことも可能である。
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【００９９】
　ここで説明したｂｏｕｎｄａｒｙ　ｚｏｎｅ１や２の表現は、実質的に深さの異なる領
域間で挟まれた領域であるのでこのように表現しているが、異なる表現方法としては、通
常のデータ領域と表現しても良い。特にタイプ６とタイプ８との差は僅かであり、通常の
データ領域と表現しておき、その中のデータの特性として、例えばタイプ６の再生信号の
ジッタは８％以下であるが、タイプ８の再生信号のジッタは１０％以下であるとか、タイ
プ６のＬＰＰ再生信号のエラーレートはａ％以下であるが、タイプ８のＬＰＰ再生信号の
エラーレートはｂ％以下であるとか、タイプ６のトラッキング信号のオフセットはｃ％以
下であるが、タイプ８のトラッキング信号のオフセットはｄ％以下であるとかのデータの
違いをタイプの差として定義しても良い。また、異なる表現方法としては、通常のデータ
領域に対して定義されている規格値を、タイプ６とタイプ８共に、この領域については正
確には定義しないことにより、２つのタイプを共通に表現する方法がある。また、この実
施例では、ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｚｏｎｅ１の領域を徐々に深さを変えるように構成したが
、ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｚｏｎｅ２についてもピットで構成することのみ異なるが同様に、
徐々に深さを変えるように構成しても良い。
【０１００】
　本発明の第７の実施例では図１４の実施例の内容に相当するものを図５のタイプ１の形
として定義する場合を説明する。図１４及び図５の説明は説明済みであるので省略するが
、相違点は以下である。
　つまり、大きな視野で相違点を考えた場合に図１４に示したｔｙｐｅ（タイプ）６は図
１２に示したｔｙｐｅ（タイプ）６と、図５に示したｔｙｐｅ（タイプ）１と領域の名称
を変更しているだけで実質的に同じであり、図１４に示したｔｙｐｅ（タイプ）８は、ｂ
ｏｕｎｄａｒｙ　ｚｏｎｅ１を、前記のように傾斜していてウオブル及びＬＰＰが記録さ
れている記録可能なグルーブ領域とすれば、逆にタイプ１のｂｕｆｆｅｒ　ｚｏｎｅ１と
同じ領域であるので、ｂｕｆｆｅｒ　ｚｏｎｅ１と定義することができる。同様に、図１
４に示したｂｏｕｎｄａｒｙ　ｅｍｂｏｓｓ　ｚｏｎｅ２も、ウオブル及びＬＰＰは記録
されているエンボスピット領域であるので、ｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉ
ｔｈ　ＬＰＰ領域と同じ領域であるので、ｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔ
ｈ　ＬＰＰ領域と定義することができる。
【０１０１】
　この定義により、図１４のタイプ６及びタイプ８は、図５のタイプ１と同じ図とするこ
とができる。尚、図１４に説明されているタイプ６及びタイプ８を示すフラグは存在しな
い。但し、この図１４の位置関係として２つのｂｏｕｎｄａｒｙ　ｚｏｎｅが存在してい
た２つの境界領域（この境界トラックとは、記録可能領域のトラック又はピットで構成さ
れた再生専用のトラックの境界付近の1トラック又は数トラック）では、前記のようにト
ラッキングエラー信号の中で特にプッシュプルトラッキングエラー信号が通常の信号領域
の振幅レベルやオフセットレベルとは異なる場合がある。
【０１０２】
　このプッシュプルトラッキングエラー信号の振幅は、記録可能領域と、再生専用領域と
では元々振幅レベルが異なり、それぞれの領域で定義されているが、この境界領域では図
１５のように、特にトラッキングオフ時においてトラックを横切る時の記録可能領域のプ
ッシュプルトラッキングエラー信号の振幅を、中心電圧を基準に、上方向のピーク値Ｐ１
と下方向のピーク値Ｐ２とし、境界付近の領域の中心電圧を基準に、上方向のピーク値Ｐ
３と下方向のピーク値Ｐ４とした時に、
　Ｐ３／（Ｐ１＋Ｐ２）＞０．２及び
　Ｐ４／（Ｐ１＋Ｐ２）＞０．２とする。
この０．２の数値は、プッシュプルトラッキングエラー信号の振幅が小さくなった場合に
も、この領域を記録または再生する場合にトラッキング等の制御が不安定にならないため
に必要な値である。なお、この０．２の値は測定法などで変動する要因があるので、０．
１５から０．３程度の範囲が望ましい。
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　例えば、この境界領域以外の記録可能領域ではプッシュプル信号の振幅のオフセット量
がアシンメトリーの規格として（Ｐ１－Ｐ２）／（Ｐ１＋Ｐ２）という数式を用いて値が
定義されている。この式を用いて、境界領域を定義しようとした場合には、図１５のよう
に、Ｐ３とＰ４との振幅が対称であり、振幅が限りなく小さい場合には、（Ｐ１－Ｐ２）
／（Ｐ１＋Ｐ２）の式は満足するが、トラッキングサーボが不安定になることがある。ま
た、逆に図１５のように、Ｐ３とＰ４との振幅が対称であり、トラッキングサーボが安定
な範囲で振幅が小さい場合にも、（Ｐ１－Ｐ２）／（Ｐ１＋Ｐ２）の値によって、満足で
きないディスクになり、ディスクの製造マージンを悪化させる要因になる。従って、この
新しい式を導入してこの領域を定義することが、本方式のディスクにとって最も好ましい
ものである。
【０１０３】
　このようなフォーマットにすることにより、図５の記録動作（Ｗｒｉｔｅ　Ｍｏｄｅ）
及び再生動作（Ｒｅａｄ　Ｍｏｄｅ）は図５の左側に示したように行われるが、この種類
のディスクであると判断された段階で、記録動作（Ｗｒｉｔｅ　ｍｏｄｅ）は、まずｂｏ
ｕｎｄａｒｙ　ｚｏｎｅ１の最後のＥＣＣブロックのｌｉｎｋｉｎｇ　ｌｏｓｓ　ａｒｅ
ａとし、ここまで記録（ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ）する。但し、前記のようにこのｌｉｎｋｉ
ｎｇ　ｌｏｓｓ　ａｒｅａの付近の領域は境界領域であり、トラッキングエラー信号の振
幅が小さい場合、トラッキングエラー信号のオフセットレベルが他のトラックと異なって
いる可能性があるので、この領域を記録する時だけトラッキング制御時のゲインやオフセ
ット制御値を変更することにより安定に記録制御を行うことが出来る。また、この領域の
トラッキングエラー信号のオフセットレベルを予め測定して、学習した結果によって前記
制御値を変更してもかまわない。次に、再生モード（ｒｅａｄｉｎｇ）に切換え、コント
ロールデータ領域を再生し、ｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈ　ＬＰＰ領
域からウオブル信号を再生し、記録のためのクロックを生成し、ＬＰＰからアドレス信号
を生成し記録のタイミングを生成し（ｒｅａｄｉｎｇ　ｇｅｎ　ｗｃｌｋ）、次にｂｕｆ
ｆｅｒ　ｚｏｎｅから再度記録（ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ）を再開する。この、コントロール
データ領域からｕｎｒｅａｄａｂｌｅ　ｅｍｂｏｓｓ　ｗｉｔｈ　ＬＰＰ領域の間も境界
領域であり、この時も前記同様に、トラッキングエラー信号の振幅が小さい場合、トラッ
キングエラー信号のオフセットレベルが他のトラックと異なっている可能性があるので、
この領域を再生する時だけトラッキング制御時のゲインやオフセット制御値を変更するこ
とにより安定に記録制御を行うことが出来る。また、この領域のトラッキングエラー信号
のオフセットレベルを予め測定して、学習した結果によって前記制御値を変更してもかま
わない。次に、図５の再生動作（Ｒｅａｄ　Ｍｏｄｅ）は、この種類のディスクであると
判断された段階で、まずコントロールデータ領域を再生する場合には、ｂｏｕｎｄａｒｙ
　ｚｏｎｅ１の最後のＥＣＣブロックのｌｉｎｋｉｎｇ　ｌｏｓｓ　ａｒｅａ付近に移動
して、コントロールデータ領域の最初の領域を再生するのが通常の方法であり、その場合
に、前記のようにこのｌｉｎｋｉｎｇ　ｌｏｓｓ　ａｒｅａの付近の領域は境界領域であ
り、トラッキングエラー信号の振幅が小さい場合、トラッキングエラー信号のオフセット
レベルが他のトラックと異なっている可能性があるので、この領域を再生する時だけトラ
ッキング制御時のゲインやオフセット制御値を変更することにより安定に記録制御を行う
ことにより通過する事が出来る。また、この領域のトラッキングエラー信号のオフセット
レベルを予め測定して、学習した結果によって前記制御値を変更してもかまわない。なお
、この領域は、情報としては全て０データ等の意味を持たない情報で記録されているから
、仮に再生したデータがエラーになったとしても、読み飛ばしてかまわない。コントロー
ルデータ領域を再生し、必要なリードイン情報やコピープロテクトに関する情報を取得し
た後に、データ領域に移動し、コンテンツの再生処理を行う。
【０１０４】
　なお、ここで用いている製造方法、構成、名称は一実施例であって、本発明は本実施例
における製造方法や訂正フォーマットやディスク構造等に限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の第１実施例の情報記録媒体の一実施例を説明するための図である。
【図２】本発明の情報記録媒体に記録するデータをＥＣＣブロック化することを説明する
ための図である。
【図３】ＥＣＣブロック化したデータをセクター単位で本発明の情報記録媒体の所定の領
域に記録することを説明するための図である。
【図４】本発明の情報記録媒体の一実施例であるＤＶＤ－ＲＷにおける１セクターの物理
フォーマットを示す図である。
【図５】本発明の情報記録媒体のリードイン領域とデータ領域とを説明するための図であ
る。
【図６】本発明の第２実施例の情報記録媒体の一実施例を説明するための図である。
【図７】情報記録媒体におけるカッテイング状態の一例を説明するための図である。
【図８】情報記録媒体におけるカッテイング状態の他の例を説明するための図である。
【図９】本発明における記録および再生の動作の位置関係を説明するための図である。
【図１０】本発明の第３の情報記録媒体のリードイン領域とデータ領域とを説明するため
の図である。
【図１１】本発明の第４の実施例の情報記録媒体のリードイン領域とデータ領域とを説明
するための図である。
【図１２】本発明の第５の実施例の情報記録媒体のリードイン領域とデータ領域とを説明
するための図である。
【図１３】本発明の第６の実施例の情報記録媒体におけるカッテイング状態の他の例を説
明するための図である。
【図１４】本発明の第６の実施例の情報記録媒体のリードイン領域とデータ領域とを説明
するための図である。
【図１５】本発明の第７の実施例のトラッキングエラー信号の振幅を説明するための図で
ある。
【符号の説明】
【０１０６】
ＰＡ、ＰＢ、ＰＭ　ピット列
Ｐ１、Ｐ２　再生専用領域
領域１　記録再生領域
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